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望ましいと指摘している。しかし、Leary, Nezlek, Downs, 
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Table 1 予備調査における自己呈示に伴う否定的意識の 個別自記入方式の質問紙調査で行われた。調査は、
筆者による個別配布個別回収形式と、大学の講義終了
後の集合実施形式のいずれかで実施された。調査時期






















































































式設問による探索的な検討を行った。 セルフ・モニタリング Lennox & Wolfe(1984)の改訂
セルフ・モニタリング尺度日本語版(小口, 1995)である。
｢他者表出行動への敏感さ｣と「自己呈示の修正能力」の
















った。なお、本研究における解析は SPSS11.5J for 調査方法・調査時期 
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         1          2          3
第1因子: 自己嫌悪  α = .89
6 情けない気持ちになった .82 .12 .21 .74
21 自分が情けない人間に感じられた .79 .28 .15 .72
4 自分のことが嫌だと思った .77 .10 .21 .65
8 自分のことを恥ずかしく思った .76 .19 .07 .62
7 自分は器が小さい人間だと思った .72 .12 .13 .54
1 自分の行動を後悔してしまった .64 .19 .14 .47
第2因子: 演じた自分に対する拒絶感　α  = .81
25 自分は嘘つきであると思った .21 .71 -.07 .55
9 .05 .67 .24 .50
17 自分がそのようなことをした動機は不純だったと思った .29 .66 -.04 .53
19 本心とは異なる行動ができてしまう自分に落ち込んだ .20 .60 .24 .46
15 もっと素直に本当のことを言える心の広さが欲しいと思った .12 .60 .06 .38
18 自分の行動に違和感を感じた .06 .58 .32 .45
11 こんなことをする自分は、本当の自分ではないと思った .04 .57 .33 .43
第3因子: 辛さ・苦しさ　α  = .77
14 辛かった .12 .00 .81 .66
5 葛藤を感じた .27 .13 .61 .46
3 もやもやした気持ちだった .39 .07 .56 .46
12 気疲れした -.29 .18 .54 .41
26 いらだちを感じた .23 .19 .48 .32
20 不安な気持ちだった .20 .36 .47 .39
27 .39 .26 .44 .41
16 悔しかった .37 .12 .44 .34
負荷量の平方和 4.29 3.26 2.96
寄与率(%) 20.41 15.52 14.08
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Table 5 自己呈示の動機・理由の因子分析結果(主成分解・バリマックス回転) 
        1          2
第1因子: 自分を良く見せる　α = .89
12 「できる奴」だと思われたかったから(印象操作) .85 -.08 .72
16 自分の良さをアピールしたかったから(印象操作) .84 .03 .71
3 周囲に自分のいいところを見せたかったから(印象操作) .77 .18 .62
9 自分の器の小ささを認めたくなかったから(弱さ否定) .74 -.06 .55
14 「自分はこんなことができるんだ」と自分に言い聞かせたかったから(弱さ否定) .71 -.19 .54
7 相手にいい印象をあたえておきたかったから(印象操作) .70 .39 .64
17 自分のダメなところから目をそらしたかったから(弱さ否定) .69 -.12 .49
2 自分のできないところや弱いところを否定したかったから(弱さ否定) .66 .00 .44
第2因子: 相手・周囲への配慮　α  = .87
6 その場の空気を壊したくなかったから(雰囲気維持) -.11 .82 .69
5 相手との関係を悪くしたくなかったから(関係維持) .13 .80 .65
4 その場の雰囲気を悪くしたくなかったから(雰囲気維持) -.27 .79 .69
8 相手に嫌な思いをさせたくなかったから(迷惑回避) .10 .76 .58
15 相手と良好な関係を保ちたかったから(関係維持) .28 .69 .55
13 その場が暗くなるのを避けたかったから(雰囲気維持) -.18 .68 .50
11 相手を傷つけたくなかったから(迷惑回避) -.02 .64 .40
10 今後も相手との付き合いを維持したかったから(関係維持) .30 .55 .39
1 相手や周囲の人に迷惑をかけたくなかったから(迷惑回避) -.14 .52 .29
負荷量の平方和 4.81 4.66
寄与率(%) 28.27 27.43
No. 項目 h 2因子
 
註: ( )内は予備調査から予測された下位側面を示す。 印象操作: 相手に与える印象の操作 弱さ否定: 強がり・弱い自分の否
定 雰囲気維持: その場の雰囲気の維持 関係維持: 相手との関係の維持 迷惑回避: 周囲への迷惑の回避 
 
 
Table 6 自己呈示に対する認知の因子分析結果（主成分解・バリマックス回転） 
         1          2
第1因子: 自己矛盾　α  = .82
13 無理に頑張って、自分らしくない振舞いをしていた(無理) .79 .01 .63
7 自分らしくない振舞いをして、無理をしていた(無理) .75 .02 .56
1 普段の自分らしくなく、無理に自分を作っていた(無理) .72 -.02 .53
6 相手によって見せる面を変えるという、自分の考え方に合わない行動をしていた(不誠実) .63 .24 .45
11 その場その場で振舞い方を変えるという、自分の良心に反する行動をしていた(不誠実) .62 .24 .45
10 いつもよりも背伸びをした振る舞いをしていた(無理) .55 .00 .31
19 相手に応じて言うことや行動を変えるという、後ろめたいことをしていた(不誠実) .55 .30 .39
4 普段の自分よりもずっと良い姿を相手に見せていた(無理) .54 -.20 .33
第2因子: 自己呈示の失敗　α  = .77
8 本当は隠しておきたい自分の一面まで、表に出していた(非意図的) -.29 .66 .52
17 最初は話すつもりのなかったことまで、思いがけず話したり見せたりした(非意図的) -.11 .65 .43
20 本当は言うつもりのなかった本音まで、口に出してしまった(非意図的) -.30 .61 .47
12 自分の目標とする姿とは異なる一面を、相手に見せていた(異理想) .01 .61 .37
18 自分の特定の一面をアピールしようとしたが、失敗した(不達成) .18 .59 .38
9 相手に良い印象を与えようとしたが、思うようにいかなかった(不達成) .31 .55 .40
5 相手に特定の印象を抱いてもらおうとしたが、上手くいかなかった(不達成) .23 .55 .35
2 理想の自分の姿とはかけ離れた一面を、相手に見せていた(異理想) .10 .53 .29
16 わたしの目指す自分の姿とは矛盾する振る舞いをした(異理想) .25 .53 .34
負荷量の平方和 3.84 3.36
寄与率(%) 22.59 19.74
No. 項目 h 2因子
 
註: ( )内は予備調査から予測された下位側面を示す。 無理: 自分らしくない無理な呈示 不誠実: 非一貫的・不誠実な呈




















2 水準は、自己呈示の動機・理由の 2 変数(自分を良く見
せる、相手・周囲への配慮)であった。第 3 水準は、自己
呈示に対する認知の2変数(自己矛盾、自己呈示の失敗)












欲求( t = 1.99, p < .05)および自己呈示の動機・理由の









































註: ***p < .001、**p < .01、*p < .05。数字は標準化偏回帰係数 β を示す。 実線は正のパスを示す。破線は負のパスを示す。 











































註: ***p < .001、**p < .01、*p < .05。数字は標準化偏回帰係数 β を示す。 実線は正のパスを示す。破線は負のパスを示す。 
Figure 2 女性における、自己呈示に伴う否定的意識を規定する要因に関するパス・ダイアグラム( n = 153) 
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さ)であった。男性の結果を Figure 1 に、女性の結果を
Figure 2 にそれぞれ示す。なおパス解析では、投入変
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The exploratory study regarding factors 
affecting negative feelings with self-presentation in daily life 
 
Yasuyo NARITA (Graduate School of Comprehensive Human Sciences, University of Tsukuba). 
Yutaka MATSUI (Graduate School of Comprehensive Human Sciences, University of Tsukuba) 
 
This study examined factors affecting negative feelings with self-presentation in daily life. In this study, 
self-presenter’s internal process of self-presentation with negative feelings was assumed to be constructed by 3 steps 
(motivations for self-presentation, cognitions on self-presentation, and negative feelings with self-presentation). 358 
undergraduates and graduates were asked to recall the event that he or she experienced negative feelings with 
self-presentation and to answer questions about 3 steps of self-presenter’s internal process and personality traits (praise 
seeking , rejection avoidance, self-monitoring (including sensitivity to expressive behavior of others and ability to modify 
self-presentation). As a result, it was revealed that rejection avoidance and ability to modify self-presentation of 
self-monitoring regulated self-presentation with negative feelings. Moreover, the results suggested sex differences of 
factors affecting negative feelings with self-presentation. In female, negative feelings with self-presentation were affected 
by cognitions on self-presentation. In male, on the other hand, negative feelings with self-presentation were directly 
affected by personality traits and motivations for self-presentation without being affected by cognitions on 
self-presentation. 
 
Keywords: self-presentation, negative feelings, cognitions on self-presentation, rejection avoidance, self-monitoring. 
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